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Ⅰ 予算編成に当たっての背景
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１．地域経済の情勢
①岐阜県内経済情勢 平成27年7月29日、財務省東海財務局 岐阜財務事務所

「岐阜県内経済は、一部に弱さがみられるものの、緩やかに回復しつつある。」

②法人企業景気予測調査 法人企業景気予測調査(平成27年7-9月期調査)財務省東海財務局 岐阜財務事務所

「全産業の現状判断は「上昇」超 27 年10-12 月期は「上昇」超幅が拡大する見通し」

③有効求人倍率の推移 平成27年8月28日、厚生労働省 岐阜労働局

「８月の有効求人倍率（季節調整値）は、４か月連続で1.5倍台で全国第５位」

現時点は「好況」で就職も上々 → 雇用確保が重要
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２．Ｈ28概算要求(国)の状況
①Ｈ28予算の概算要求に当たっての基本的な方針について 平成27年7月24日閣議了解

「経済財政運営と改革の基本方針2015」（Ｈ27.6.30閣議決定）で示された「経済・財政再生計画」の初年度の予算

→ 「手を緩めることなく本格的な歳出改革に取り組む。」

②「新しい日本のための優先課題推進枠」
※ 「公的サービスの産業化」「インセンティブ改革」「公共サービスのイノベーション」推進のため

要望額の3割の範囲内

③地方創生の深化のための新型交付金 1,080億円（事業費ベースで2,160億円）

概算要求・要望額は、過去最大の102兆円超

→ 大幅な歳出削減予想、先駆的・横断的取組が必要
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３．山県市の財政状況
①H26決算において、8年ぶりに起債許可団体を脱出

実質公債費比率が18％を切って17.8％に

②Ｈ26決算の実質単年度収支は約７億円の赤字
Ｈ25決算は約2億円の黒字

③Ｈ28の地方交付税（普通）は、算定替加算が半減
最大交付時よりも約5億円の減収の見込み

→ 起債許可団体を脱したものの、単年度収支の厳しさは増加傾向
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実質単年度収支の概要デフォルメ図
①Ｈ26決算実質単年度収支は約６.７億円の赤字

１１６.７億円

②Ｈ25決算実質単年度収支は約２.１億円の黒字

歳入
１２８.５億円

歳出
１２３.４億円

前年度から
６.９億円

基金繰入
３.５億円

翌年度へ
１.４億円

１２３.４億円

歳入
１１９.６億円

歳入
１２７.６億円

前年度から
４.８億円 １２１.７億円 翌年度へ

１.１億円

１１９.６億円

２.１億円
の黒字 ６.７億円

の赤字
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地方交付税の算定替減の概略デフォルメ図

旧高富町 旧伊自良村 旧美山町Ｈ25まで
山 県 市

α 約１０億円

山県市＋α×0.9Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

山県市＋α×0.７

山県市＋α×0.５

山県市＋α×0.３

山県市＋α×0.１

山 県 市
Ｈ30

Ｈ31以降
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Ⅱ Ｈ28予算編成のポイント
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１．平成28年度のポイント
①市まち・ひと・しごと創生総合戦略２年目（本格的スタート）
○ 市第２次健康増進計画・市第２次食育推進計画・市民の歯と口腔の健康づくり計画・

市都市再生計画等の初年度

○ 市第２次総合計画・市第４次行政改革・ 第３次山県市障がい者計画等の２年目

②「新たな枠組み」と「結果指標」
○ 部局を越えた「まるごと戦略」、ＫＰＩ（基本は「アウトカム」）とＰＤＣＡ

③中期的視点での戦略
○東海環状ＩＣは2019年度、国保の県レベル化、地方公会計、公共施設等総合管理計画

→ 本市の「地方創生元年」として、戦略的な行財政運営
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２．予算編成の基本的視点
①予算全般的事項

○ 地方創生推進の視点（高齢者・女性の活躍、新しい発想）
○ 真に行政がなすべきことを踏まえた大胆な「スクラップ・アンド・ビルド」の視点（公共施設のあり方含む。）
○ 利害者・非利害者等による多様な視点（複数案からの選択）、決算乖離縮小の視点 など

②歳入予算関連
○ 国庫財源（新型交付金・新しい日本のための優先課題推進枠等）有効活用の視点、新しい発想での収入確保の視点など

③歳出予算関連
○ 新採・再任用職員の活用等によるアウトソーシングの内部化の視点、山県まちづくり振興券活用の視点など

④特別会計等関連
○ 一般会計に準じつつ、適正な受益者負担の原則による独立採算制、中長期的視点での収支均衡

→ 中期的視点での戦略踏まえ、メリハリの効いた財政運営
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３．Ｈ28の重点的事項
①健康寿命の延伸
○ 特定健診、公民館のコミュティ施設化

○ 軽スポーツの推進 など

②包括的な子育て支援の推進
○ 女性の就業促進、

○ 保育所・幼稚園・放課後児童クラブ など

③戦略的なまちづくりの促進
○ バスターミナル整備、都市計画の用途地域再指定 など

→ 部局を越えた「山県まること戦略」を目指して
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４．予算編成留意事項のポイント
①ゼロシーリングを基本とした予算編成
○ インフレ予想の中、特定事業を除き、事業ごとに一般財源ベースで前年度当初予算額と同額以内

※ 入札談合防止と適正な市場価格競争確保のため、複数業者からの見積もりにより積算

②予算見積書の提出
○ 平成27年11月５日（木）午後３時までに５部 ※ 平成27年10月30日（金）のものもあり

③予算査定関連
○ 企画財政課長が必要と認めるものについて、平成27年末に「市長・副市長プレ査定」を実施

○ 事務査定については、前半が企画財政課財政担当主幹査定、後半が企画財政課長査定

→ 「聖域を設けない」ことを基本とし、大胆な「スクラップ・アンド・ビルド」の
視点と新しい発想でメリハリの効いた予算編成を
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予算査定の概要デフォルメ図

本 査 定

プレ査定

事
務
査
定

特別な事業

企画財政課
財政担当主幹査定

企画財政課長査定

特殊な経常経費・臨時経費、
新規・廃止・拡張事業一般的な経常経費
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市
長

副
市
長
査
定

一般的な経常経費 特殊な経常経費・臨時経費、
新規・廃止・拡張事業

左記のうち、
特別なもの

一般的な経常経費 特殊な経常経費・臨時経費、
新規・廃止・拡張事業

左記のうち、
特別なもの



Ｈ28の予算編成スケジュール（予定）
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各課等待機
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2月中旬～
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2月上旬～
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10月中旬～
11月上旬


